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般
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問

区
域
等
の
災
害
廃
棄
物
は
県
外

へ
の
持
ち
出
し
を
認
め
な
い
と

し
た
。
市
民
の
不
安
解
消
に
向

け
「
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
を
伝

え
る
。

の
工
事
費
は
す
べ
て
市
の
一
般

財
源
。
実
態
は
企
業
専
用
道
路

で
あ
り
、
企
業
に
負
担
を
求
め

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

十
分
に
公
益
性
を
も
っ

た
道
路
で
あ
り
、
企
業
に
受
益

者
負
担
を
求
め
る
つ
も
り
は
な

い
。

　

昨
年
暮
れ
か
ら
の
豪
雪
で

森
林
等
に
被
害
が
発
生
し
た
。

現
行
制
度
で
は
倒
木
処
理
が
で

き
な
い
状
況
が
あ
る
。
市
独
自

制
度
が
必
要
で
は
。

　

現
行
制
度
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
件
が
あ
る
。
本
市
の
実

情
を
踏
ま
え
、
国
・
府
の
施
策

に
提
言
や
要
望
を
す
る
。
市
独

　

同
特
法
時
代
「
隣
保
館
」

と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
今
も
当
時

と
同
様
に
職
員
が
配
置
さ
れ

「
特
別
な
施
設
」
と
い
う
印
象

を
与
え
て
い
る
。
同
和
対
策
が

自
施
策
も
考
え
て
い
く
。　
　

　

府
道
園
部
平
屋
線
の
通
称

た
て
か
べ

4

4

4

4

で
崩
落
防
止
の
土
の

う
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
時
間
が

経
つ
。
ま
た
、
供
用
開
始
さ
れ

た
広
域
農
道
は
路
面
が
早
く
も

傷
み
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
非
常
電

一
定
成
果
を
上
げ
終
結
し
た
以

上
、
普
通
の
施
設
と
し
て
一
般

行
政
施
策
の
中
で
民
主
主
義
の

課
題
と
し
て
対
応
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
。

　

現
在
、
４
施
設
に
正
職

員
２
名
の
ほ
か
嘱
託
、
臨
時
職

員
を
配
置
し
て
い
る
。
文
化
セ

ン
タ
ー
の
運
営
審
議
会
で
検
討

　

新
聞
報
道
で
「
震
災
ご
み

受
入
れ
意
向
」
と
決
定
し
た
か

の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
も
し
放
射
能
が
検
出
さ
れ

れ
ば
農
産
物
等
の
風
評
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
。
今
後
の
対
応

は
。　

新
聞
社
に
訂
正
の
申
し

入
れ
を
し
た
。
環
境
省
は
避
難

　

誘
致
企
業
ジ

ヤ
ト
コ
工
場
へ
の

道
路
で
あ
る
市
道

室
橋
高
畑
線
改
良

事
業
は
、
全
工
事

延
長
６
６
０
ｍ
、

事
業
総
額
７
億
８

９
０
０
万
円
と
い

う
大
事
業
で
、
そ

話
の
掲
示
灯
も
消
え

て
い
る
。
道
路
整
備

や
維
持
管
理
の
あ
り

方
は
。　

国
道
、
府

道
、
市
道
、
関
連
す

る
農
道
等
の
道
路
は

災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
整
備
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
府
と
も
連
携
を

し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

し
て
い
き
た
い
。

　

土
地
登
記
に
必
要
な
公
図

が
な
い
地
域
が
あ
り
混
乱
し
て

い
る
。
市
と
し
て
も
公
図
に
代

わ
る
地
図
を
作
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

　

大
き
な
課
題
で
あ
り
、

法
務
局
と
も
協
議
し
て
い
き
た

い
。

一
般
質
問・人
事
案
件

状
況　

雇
用
面
か
ら
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
基
幹
的
な

産
業
で
あ
る
が
、
公
共
事
業
全

体
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
中
、

近
年
の
経
済
対
策
に
よ
る
交
付

金
を
活
用
し
た
公
共
事
業
の
確

保
に
努
め
て
い
る
の
が
現
状
。

　

建
設
業
者
の
新
分
野
へ
の
進

出
を
支
援
す
る
事
業
を
今
年
度

か
ら
始
め
た
が
現
時
点
で
応
募

は
な
い
。
新
た
な
施
策
の
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

　

本
市
の
要
援
護
者
台
帳
登

録
率
は
６１
％
と
低
い
。
同
意
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
福
祉
部
門
が

保
有
す
る
情
報
を
関
係
機
関
で

共
有
す
る
方
法
も
あ
る
。

ま
た
、
特
定
疾
患
の
人
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
台
帳
の
登
録

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
支
援

が
必
要
な
人
す
べ
て
が
登
録
対

象
と
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
台
帳
整
備
の
あ
り
方
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

　

新
た
な
方
法
へ
の
変
更

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

建
設
業
の
疲
弊
は
著
し
い
が
、

災
害
時
に
は
復
旧
に
あ
た
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
問

う
。
①
本
市
に
お
け
る
建
設
業

に
対
す
る
認
識
②
建
設
業
維

持
・
発
展
へ
の
取
り
組
み
③
建

設
業
新
分
野
進
出
支
援
事
業
の

に
は
対
象
者
や
関
係

機
関
の
理
解
、
信
頼

関
係
が
必
要
。
登
録

対
象
の
拡
大
は
大
き

な
課
題
。
当
た
り
前

で
過
ご
し
て
き
た
こ

と
が
、
震
災
で
そ
う

で
な
く
な
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
点
で
見
直
し

を
図
っ
て
い
き
た

い
。

不
安
解
消
に
努
め
る

震
災
ゴ
ミ
受
け
入
れ
報
道
の
対
応
は

市長

仲村

丹政会

仲村　　学 議員

新
分
野
進
出
支
援
策
の
再
検
討
が
必
要

建
設
業
の
維
持
・
発
展
へ
市
独
自
施
策
を

市長

山下

山下　秋則 議員

企
業
に
求
め
る
つ
も
り
は
な
い

道
路
の
新
設
工
事
の
受
益
者
負
担
は

市長

大西
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◆
大
野
財
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区
管
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会
委
員

　
次
の
方
々
の
選
任
に
つ
い
て
「
異

議
な
し
」
と
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
〔
敬
称
略
〕

内
藤　
　

武
（
園
部
町
船
岡
）

小
槻　

忠
行
（
八
木
町
神
吉
）

蓑
内
千
づ
る
（
八
木
町
池
上
）

日
吉
町
３
財
産
区
、
美
山
町
６
財

産
区
の
管
理
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
原
案

通
り
同
意
し
ま
し
た
。

◆
胡
麻
郷
財
産
区
管
理
会
委
員

◆
五
ケ
荘
財
産
区
管
理
会
委
員

◆
世
木
財
産
区
管
理
会
委
員

◆
字
南
・
字
北
・
字
中
・
字
河
内

　
谷
・
字
江
和
・
字
田
歌
・
字
芦

　
生
・
字
白
石
・
字
佐
々
里
財
産

　
区
管
理
会
委
員

◆
知
井
財
産
区
管
理
会
委
員

◆
平
屋
財
産
区
管
理
会
委
員

◆
宮
島
財
産
区
管
理
会
委
員
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去
る
６
月
15
日
東
京

で
開
催
さ
れ
た
第
八
十
七

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
井
尻

治
議
長
と
村
田
正
夫
議
員

が
全
国
市
議
会
議
長
会
表

彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

井
尻
治
議
長
は
感
謝
状
も

受
賞
し
ま
し
た
。

被災した岩手県陸前高田市

改良が進む市道室橋高畑線

本市にとって基幹産業といえる建設業

実
情
に
合
っ
た

　

倒
木
処
理
の
制
度
を

計
画
的
な
道
路
整
備
を

文
化
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

公
図
な
き
地
域
の
解
消
を

井
尻
治
議
長
と
村
田
正
夫
議
員
が

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
と
感
謝
状
を
受
賞




